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Abstract

Mosquito surveys were carried out in Ishikawa City, Okinawa Main Island from
January, 1968 by dry-ice traps, light traps, at cowsheds, pigsties, henhouses, human

dwelling houses, and stables to the end of the year. By the former four methods,
collections were continued till the end of April, 1970. C. tritaeniorhynchus summoro-
sus is the most abundant in every cases. Ae. vexans nipponii is very abundant in dry-

ice trap. An. tessellatus is collected by nearly only dry-ice trap. C. p. fatigans is high
in relative abundance in light traps, at henhouses, and dwelling houses. C. neovishnui
is high only in henhouses. Judging from the seasonal distribution of the females, fed
ones, and males of C. t. summorosus, the gonoactivity of the females seems little
affected by the shortening of day length in cold months and to continue feeding and

* Contribution No.554 from the Institute for Tropical Medicine, Nagasaki University and
No.192 from the Department of Medical Zoology, Nagasaki University School of Medicine.
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egglaying actively in warmer winter and slowly even in severe cold winter for Okina-
wa. It is noteworthy fact that the habits of Okinawa summorosusis quite different
from those of Nagasaki summorosusbecause the latter is, according to the observations
of Dr. Kawai (1969), definitely affected by the shortening of day length becoming
gonoinactive in spite of the environmental temperatures.

The numerous and long lasting infections of Japanese encephalitis in pigs and in
humans on Okinawa seem to have intimate bearing on the following facts: The gono-
activity of Okinawa summorosusis maintatined during cold months in spite of the
shortening of day length; the population density of this mosquito seems rather low
and much fluctuated, owing to that the paddyfields are very small in area and scatter-
ed among vast farm lands; the pigs are being raised rather in small scale, indepen-
dently of the places being in ricefield area or in farm land; and consequently there
remain at any time some number of susceptible pigs depending on the places where
they are being raised.

Ⅰ　著　　　　　　　言

沖縄に於ける日本脳炎の流行ほ,九州以北に於ける

よりも早く始まり遅くまで続く.而も人口10万対届

出患者数は造かに多い.このことは近年急速に明らか

にされてきた豚及び人の抗体保有状況からも首肯し得

る所であるが,沖縄に於いても主な伝搬蚊と考えられ

るCul肪tritaeniorhynchus summorosusの発生量並び

にその消長についてほ殆んど見るべき調査結果の報告

がなく,僅かに岸本等(1965, 1969)の　Light trap

による報告があるに過ぎない.而もその採集数は日本

での諸研究老のものと比較すると余りにも少ない.著

者ほ,そこで, Light trapの他にDry-ice trap,午

舎,豚舎,馬小舎,鶏舎,人家等で1968年1月から

定期的に採集を始め,特にDry-ice trap,牛舎,豚

舎及びLight trapでほ1969　及び1970年の4月迄

採集を続け,蚊族特に　C. t. summorosus　の冬期に

於ける消長,吸血活動等に就いて調べた結果,極めて

興味のある知見を得たので,ここにその調査結果につ

いて報告する,

稿を進めるに当り,終始御指導を頂き原稿の校閲を

賜った恩師大森南三郎教授に心から感謝の意を表し,

研究上の援助を受けた宮城一郎博士及び和田義人助教

授に謝意を表する.

Ⅰ　採集場所及び方法

採集場所ほ著者が1968年勤務していた石川保健所

管内の石川市の周辺部で,沖縄本島としては特に水田

が多く,日脳患者の発生も早く,その数も多い地方と

して知られていた所である,石川市は沖縄本島の中部

東海岸寄りにあり,総面積1,914年a,そのうち水田

が僅かに131hαで,砂糖キビ,パイナップルその

他の果樹,野菜類の畑地は392 hαで畑地に対する水

田の比は僅かに0.33倍に過ぎない,それでも石川地

区は北部沖縄と同様,沖縄としては水田面積の特に多

い地区である.この石川市には所謂狭義の石川市(戟

後にできた市街地)の外に伊波,嘉手刈,山城,東恩

納等の字からなる.

蚊の採集場所として選んだ馬小舎, Light trap,

豚舎No. 1等は第1図に示したように市街地の北西部

の主として農家の集合地帯にあった.そのうち,馬小

舎でほ小舎の中に入ることが出来ず小舎の周辺部のみ

で採集したので,採集数が少なく,馬が不在の時ほ採

集を中止した. Lignt trap　ほ最も旧式の　New

Jersey型の20ワットの白色電球を付けた直経約50

cmのもので,現在日本で使用されているBlack

lightの蛍光管を付けたLight trapに比較して極め

て採集能率の悪いものであった.豚舎No. 1は親豚2

-3頭を飼育して居たので1968年中はここで採集し

たが,この豚が売却されたので1969年からは豚舎
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No.2で採集した.ここは石川屠場の近くにあり約

60頭の豚が飼育されていた.この豚舎No. 2は水田地

帯の其近にあり牛舎から約200 m,市街地へほ約500

mの距離にあった　Dry-ice trap No. 1ほ1968年

1～6月迄は上述の屠場に近く,牛舎-約200m,市

街地へ締400 mの水田地帯の真申に設置したが,揺

集能率があまりよくない事が分ったので, 7月から

ほD.I. No.2地点に変更した.ニニほ丘陵地帯の麓

にあって市街地へは約800-1000m,水田地帯に散在

する農家へは約500mの地点で,水田地帯,砂糖キ

ビ畑に連なり,付近には,j､豚舎もあって,蚊の採集場

節,特にC. t. summorosusの採集場所としては最も

適当と思われた所であった･

鶏舎No. 1ほ1968年1月の途中迄市の西方周辺の

-農家のものを利用したが,始んど蚊が採集出来なか

ったので中旬以後は,市街地から約2kn離れた宇山城

の,約400羽の鶏を飼育していた鶏舎No. 2に変更し

た.この山城部落でほ数軒の人家を選んで定期採集を

試みた.この部落は少し高台にある住宅地であるが南

方の低地には下水溝や水田地帯があり,農家も多い部

落であった.牛舎は市街地の西南約200 mの地点の,

水田地帯に取り囲まれ,常に　-10頭の乳牛が養われ

ていて,蚊の採集場所としては好適な場所であったが

著者の都合により1969年5月から12月迄採集を中止

した事は誠に残念なことであった･

採集方法:牛舎,豚舎,鶏舎,別､舎及び人家でほ

日没後ト1.5時間頃から夫夫1人で15分間ずつ採集し

た.人家では数軒で採集を行いその平均数をその日の

採集成績とした. Light trapは原則として日没から

日出まで働かせて1晩中採集を行った. Dry-ice trap

ほ日没の30分前に所定地点に設置して採集を始め日

没後の30分頃蚊の飛来が殆んど認められなくなるま

で,即ち約1時間採集を続けた･このDry-ice trap

ほ墳1.8,縦1.0,高さ1.8mの白色の蚊帳で,下

方即ち裾の部分を10cm地表より上げて張り,側面の

中央下部を約50cm切り開き蚊の侵入を容易にしたも

ので,この蚊帳の中で約2kgのDry-iceからCO2

ガスを継続的に発生せしめた. CO2ガスに誘引された

蚊は多くほ蚊帳の中に飛び込むが周辺部を飛び廻るも

のもある,これらを吸虫管と手網で採集した･

採集ほ原則として毎週1回ずつ継続して行う予定で

ぁったが著者及び助手(時期により1-3名)だけで専

ら採集したので各場所での採集を同一日に行うことが

出来ず,又,採集若や家畜所有者の都合によって,揺

集を一時中止しなければならない暗もあった･多くの

場合同一場所で週-軌叉ほ月3回の採集を行なった

がLight trapの場合にほ月に3-17回の不定回採集

したので必要に応じ旬又は月毎に一回平均を出し,人

家の場合にも教師での平均をその日の採集数とし必

要に応じて旬又ほ月毎の平均を出して,色々な方法で

採集した成績を同一Ievelで比較出来る様にして表

報ffiS ～

Ⅲ　蚊族の採集成績及び考察

1968年1月から蚊族の調査を行なった石川付近の各

種採集場所は第1図に示した通りである･今回の調査

を通じて採集された蚊の種類は14種で,その略字及

び完全な種名は次の通りである･

Ae. albop. - Aedes albopictus

Ae. vexans - Aedes vexans nipponu

An. sinen. - Anopheles sinensis

An. tesse. - Anopheles tessel払lus

Ar. subal. - Arn接�"eres subalbatus

c. bitaen. - Culex bitaeniorhynchus

c. fatig. - Culex pipiens J一atigans

c. hayash. - Culex hayashu

c. sitien. - Culex sitiens

tritaen. - Culex tritaeniorhynchus

summo Tosus

c. neovish. - Culex neovishnui

(syn. C. pseudovishnui)

c. vorax -　Culex vorax

ochjac. --=�"Mansonia ochracea

M. unifoT. - Mansonia. uniformis

これらの蚊の内, Light trapで採集したものでは,

c. tritaen.とCゃneovish.の区別が極めて困難であ

るた桝に区別せずに後者を含めた前者の数で示した･

1968年鶏舎,人象豚舎,馬小舎及び牛舎で採れた

c, tritaenとC. neovish.の割合ほ夫夫35.:

%, 3.7%, 2.8%'及び0.4%で,平均4.4%であっ

たが,この区別も必ずしも容易でほないので, 1969年

以後, Dry･ice trap,牛舎,豚舎及びLight trapで

の採集ではすべてC. neovish.を含めてC. tntaen.

としてその数を示してある･
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Fig．1．Map of the sites where mosquito sur－
VeyS Were Carried outin and arourld the
urban area of Ishikawa City，Okinawa
MainIsland．

（1）石川地区に於lナる蚊族構成

1968年1月から12月迄の1年間，Dry－ice trap，

I＿ight trap，鶏舎，人家，牛舎，豚舎及び馬小舎等

で採集した各種蚊の合計数及び各採集方法毎の蚊族構

成を示すと第1表の通りである．

既に述べたようにDry－ice trapでは日没前後約1

時間，Light trapでは日没から日出迄，その他の場

合には日没後の1～1，5時間頃に夫夫1人で15分間採

集したものであり，7種の採集方法は必ずしも同じ日

に行われておらず，夫夫の採集回数も同一ではないの

で，採集された絶対数を比較する事は意味が少ないが，

大体の傾向は知ることが出来る．各方法による一回平

均の採集数は，Dry－ice trapでは約4009？で最も

多く，牛舎では81，豚舎では14．5，と急に少なくなる．

更に鶏舎，馬小舎，Light trap及び人家では夫夫，

12，0，6．3，5．0及び3．7？？と非常に少ない．これ

らの数字は日本内地でのものと比較すると非常に少な

いがその原因については後で言及することにしたい．

蚊族の構成を，7種の採集方法で得た各種？蚊の総

Tablel．　Comparison of relative abundances of mosquitoes collected by various methods

fromJanuary through December of1968inIshikawa City，Okinawa MainIsland．

Dry－ice trapLighttrap Henhouse

可‾〕可‾可No・弓％

Dwelling
l■

Cowshed

No・5％iNo・l％

Pigsty

No・！
％

0・48〃

Stable

No・！％

r

Totalj

No．　％

0．69　　0

1．73　11　2．18

3．99　37　7．33

0

0．69　23　4．55

8　1．58

48．01107　21．19

0

0

43．67　200　39．60

11121．98

0．17　　0

0

1．04　　8　1．58

2．94　　69　0．32

2．35　5068　23．77

8．24　1468　6．89

23F O．11

199　0．93

45　0．21

3．53　　664　3．11

1　0，00

1　0．00

80．5913294　62，36

2．35　　239　1．12

1　0．00

3　0．01

244　1．14

5

2．304

5．8214

0

30　22．90　　0

0　　　　　221

10　7．63147

4330・53i

1〃

1

0　　　　　　1

2519．08　13

月e．α路op．

de，Uβ∬αn5

dn．ぶonの，

血．l郎5e．

dr．∫血l．
C．占olαの．

C．カlog．

C．hdγ耶h．

C．5oooの．

C．lro加n．

C．ne（フ即o5h．

C．即0丁αN

〃．ochれuo．

〟．u扇hr．

26

4803

1189

22

100

29

173

1

1

9703

86

0

3

22二

0．16

29．36

7．27

0，13

0．61

0．18

1．06

0，01

0．01

59．32

0．53

0．02

1，35

4

10

23

0

4

0

277

0

0

252

1）

1

0

6

⊆

8．02

5，341
1

0．04
1

0．04
－

0．04
1

0．47

4〃

19

48

0

31　3．76　　0

7　0．85　　0

63　7．64　　6

0　　　　　　0　　　　　　0．　　　　0

0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0

2015．272357　85．58　625　75．76137
1

4　3．05　10　0，36　24　2，91　4

0

0

0．11

O f O

21．53㍍
Totalい画100・叫577l99・99l505〃乳99〃

0

0

40．48　0

131f99・99l2叫00，叫825タ100，0 0

No．coll．2）

No．spp．3）

41 116

13　　　　　　　8

42

8

35

7
」

34

9

57

9

170ll∞・00f2叫99・99
27

6

352

14

Remarks．1）：The females of C．neovOsh．areincludedin those of C．lro調，，
becauseit was very difficult to distinguish the two collected bylight traps．

2）：Number of oolleotionsmade throughout the year of1968．

3）：Number of mosquito species obtained byeach collecting method．
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計についてみるとC．l，gum汀あOrO∫u5の比率が断然高く，

de．γ．n車夕月onooが可成り高い．次いでdn．gonenぶo∫，

C．p．カlo卯ng，〃．un6匝rmo5，C．neo即o5hnuo，』r．

5uゐαlhαou∫等が低率ながらこれに続き，その他のもの

は極めて少ないか稀である．然し，各採集方法毎にそ

の構成をみると興味のある相違点のある事が判る．

Dry・ice　にほAe．v－noPPOnioとAn．lessellalusが

他の方法に比べて顕著に多く，〃．ochn】Ceα，C．hαγα，

5hoo，C．5oloen5等はこの方法によってだけ採れている．

特に　dn．le55el払lu5は最近著者等（宮城他，1968）

が沖縄に於ける分布を始めて報告した種類であるが殆

んどDry－iceのみに誘引され，牛舎で極めて稀にし

か採集されなかった事が，従来本種の沖縄における分

布が判明しなかった理由だと考えられる，このように

してDry－ice trap　でほ本調査で採集された総計14

種のうち殆んどのものが，而も疫学的に重要な種類が

極めて多数に採集されたことほ特に興味のあることで

ある．

Light trap　では　C．l．suTTmOrOSuS　と　C．p－

カoo卯nざ　が特に多数に採集され，鶏舎でほC．l．

5um〃nOrO5u5の他にC．neo即o∫hnuo及びC．p．一仏lo卯耶

が比較的多数に採集される事は興味がある．人家でほ

C．p．カlogαn5が最も普通に採集されるが，de．αlho－

poclu5，dr．guhαloαouざ，C．l．5ummOrOざu5の数も比較

的多かった事は採集した人家の付近にこれらの蚊族の

発生源が特に多かったためであって一般的にほC，l．

5ummOrO5u∫　ほ人家へほ多くは侵入しない．牛舎では

o．l．∫u汀あmOrOぶu5が圧倒的に多く，その他のものは

比較的少ないが，飛来する蚊の種類数ほ豚舎と共に，

Dry－iCe trapの場合に次いで多い．

豚舎ではC．l．∫umm打0∫u∫が特に多く，その他の

ものほ特に多くはないが　C．p．カlogαn5（日本では

C．♪．pαllen5），さr．5uoαloαlu5，C．neo〃oざhnuo，．4e．

γ，nol，pOnoo　等日本内地で日本脳炎ウィルスの自然感

染を証明（林他13氏，1966及び七条他7氏，1968）

されているものが揃って可成り採集されることほ特に

注目に値する．馬小舎でほ採集回数が少なかったので

絶対数は少ないがC．l．5ummOrO∫u5が非常に多く，

その他の蚊ほ多くほないが豚舎の場合に近い構成を示

す事ほ興味がある．然し，現在は沖縄にも馬ほ殆んど

いなくなっているので日脳との関係は殆んどないと考

えてよい．

Dry－1CeにAe．v．nLPPOnoo，An．lessellalus，M－

ochmoeα等が特に多く誘引され，C．n印γo5hnuoが鶏

に特に多く集まることは沖縄での新知見であるが，C，

p．jOti卯nSがLight trap，鶏舎及び人家に多く，

C．o．gummoro5uざが牛，豚，馬に特に高率に誘引され

る事ほ予想通りで，日本内地に於けると同様である．

（2）各種採集方法によって採集された？蚊数及びそ

の中の吸血蚊数について

採集個体数が多く，重要な5種頸の蚊即ち，de．即．

n叩即noo，dn．5onen5oざ，dr．5uhαlh‘出ug，C，ク，）伽o卯n5

及びC．l，5u7n〃nOrO5u5について各採集方法で採集し

た月毎の回数，？蚊数，その内の吸血？蚊数，及び8

蚊数を表わすと第2～8表の通りである．これらの表

の中，第2表ほ　Dry－ice trap，第3表ほ　Light

trap，第6表ほ牛舎，第7表は豚舎で，夫夫1968年

1月から1970年4月迄継続して採集した成績である．

著者の都合により，或るいは，牛舎や豚舎の持主の都

合によって採集出来なかった月もあるが，幸いにして

冬期問の採集ほ3ケ年共大体に於いて行い得たので，

これら4種の方法で採集した成績ほ，更に，旬平均と

して図示して，各年毎の旬平均気温と比較して冬期に

於ける蚊の活動性について考察するが，ここでほ，各

採集方法毎に，採集時に吸血していた蚊の数及び8蚊

の数と，それらが採集された時期と意味について吟味

する．又，鶏舎，人家及び居小舎でほ1968年のみしか

採集しなかったのでこれらの成績を第4，5，及び8

真に示し，夫夫の場合について吸血率及び性比を吟味

する．

Dry・ice trap　でほ他の何れの方法よりも多数の蚊

が採集出来るが，多く採集される場所ほ部落内や畜舎

の付近よりは，山脚や丘陵に近い土堤や石垣等の多い

所であって，理論的には未吸血の個体のみが採集され

る筈であると考えられるが，多くの場合，極めて少数

の吸血9が採れている．これほ，日没頃から採集老を

刺す個体があり，又，蚊帳の周囲を手綱で採集する際

に付近の畜舎で吸血して飛翔中のものを遇然に採集す

る機会がある事などによるものと考えられる．

第3表ほ　Light trap　での採集成績であるが，日

本各地での採集成績をみると吸血した蚊の率は極めて

まちまちである，然し，畜舎内でLight trapを使用

した場合にほ大多数のものが吸血していると報告され

ている所をみると，Light trapはその設置する場所

によって吸血したものが入る割合に大きな差のある事

が考えられるが，本実験でほNewJersey型の大型

trap　で　20watt　の白色電球を付けたものを人家の

庭のコンクリート犀の内側に設置したことが，採集蚊

が極端に少ないばかりでなく，吸血したものも非常に

少なかった原因であろうと考えられる．
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Table2．　Totalnumber of females，fed ones out of those，and males by mor）th of

dominant five species collected by a dry・iCe trap－fromJanuary，1968to

April，1970inlshikawa City．

No．of
Year Month times

of coll，

de．即eぷαn∫　　　　dn．5onen．　　　dr，∫uoαl．

」

C．βわg．

TotalFed No．TotalFed No．TotalFed No．TotalFed No．
？？　？？　88　？？　？？　88　？？　？？　88　？？　？？　88

C．oのlαen．

TotalFed No．
？？　？？　8　8

1968　　Ⅰ

∬

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

Ⅸ

X

刃

Ⅶ

7

2

3

3

3

4

4

2

1

4

5

3

j

r

l

」

】

r

・l

F

13

4

81

29

69

267

1265

131

367

809

763

1005

0

0

0

0

0

4

4

1

0

21

14

16

0　　10

0　　　8

0　　　23

0

0i

呂l
Oi

≡き

1

19

20

34

20

13

24

192

622

204

0

0

0

0

6

0

0

0

0

0

7

0

呂要

0

0

0　至

呂o

3ら
云

0萱

3j

0　　0　　0

0　　0　　0

0　　0　　0

1　　0　　0

10　　0　19

6　　0　　1

40　　0　　0

7　　0　　0

9　　1　　0

15　　0　　0

9　　0　　0

3　　0　　0

5　　0　14

17

25

11

16

34

36

0　　0

0　　0

0　　0

4　16

1　　2

0　　1

0　　0　　0

2　　0　　0

15　　0　　0

8　　0　　0

4　　0　　0

フ

112

934

174

118

164

978

137

529

3456

2417

763

0　　0

0　　0

0　　1

0　　0

4　　3

0　　1

1　　2

1　1

0　　0

46　　0

25　　0

1　0

601い189
1．2。．。≠29．。

Tota1　　41　　　4803 13　　0　100　　1　20 173　　5　33　9789　78　　8

No．per time
Feeding rate（

許？＆Sex ratio（ ）ll17・1 1・102・41・00・2l4・22・9

0，2f238．80．8　0．0

1969　　　　　　　3

］　　　3

Ⅲ　　　2

Ⅳ　　　2

†

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

Ⅸ

X

M

Ⅵ

1281

4537

4123

187

126　　0　1030　16　　0

110　　0　　492　　1　　0

2　　0　　512　　0　　0

10i22420

■！

i■

≦

含　3　羂3…；3

㍍㍍い㍍㍍

j

i．

r

j

2694

2115

20

3195

27　　0

10　　0

0　　0

3　0

Total」＿」車9
慧憲菜箸㌔）ト012，82・4

Oi225819

0　225，8　0．8

0　　　4　　0

0　　0　4　　0

0　71
12f8024　40　0

1970　　I l

Ⅱ　　　2

m　　　2

Ⅳ　　　1

145

857

1432

1255

0　　1

4　　0

25　　0

0　　0

48　　0

161　1

95　　0

94　　4

0

0

0

0

0

0

0 7．11．4　0．0　802．4　0，5 0

0　　0

0　　0

0　　0

0　　0

0　　0

≡章；き
Oj

6l3689　291398　5

0

0

0

1

1

4

0

0

4

11　　0　　0

249　　1　　0

327　　0　　0

105　　0　　0

Total

No．per time
Feeding rate（
＆Sex ratio（ √；′ノ’’卜

0　45
8∃6921

0

0614，8　0．8　0．0 66．3　1．3 0　　0　　0 7．5　2．2　0．2115．3　0．1
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Table3．　Totalnumber of females，fed ones out of those，and males by month of

dominant five species collected by alight trap fromJanuary，王968to

ApriI，1970inIshikawa City．

No．of
Year Month times

of coll

1968　1　10

u　　　　3

1u　　　　7

Ⅳ　　　7

V　　　3

Ⅵ　　　4

Ⅶ　　　4

Ⅷ　　15

Ⅸ　　15

X　　17

M　　15

Ⅶ　　16

！i

と

de．即eガαn5

TotalFed No

と

〃

dn・5o臥　萱　dr・5血l・∈　c・カlog・≡　C・l血n。

9t箋l≡e㍍滑で箋t宕‡e宕ど等
TL．tこLl］：し・（lNHl’rt．1；11I：L・（i＼，l．●l’（一

99　9？　88㌻　？？？？　88　？9　9？　88

0　　0

0　　0

0　　0

0　　0

0　　0

1　　0

0　　0

6　　皿

1　　叫

2　　州

0　　仙

0

0

0

0

0

0

ユ．

0

3

0

0

0

0

j

．1

0　　0　　0

0　　0　　0

0　　0　　0

0　　0　　0

0　　0　　0

0　　0　　0

0　　0　　0

2　　∬　　0

5　　－　　1

5　　叫　　　5

7　　Ⅶ　　　0

4　　∬　　1

l

〉

（

F

l

皇

〃

Total l16　　　　10　　0　　4　　23
0　7箋

呂呂3盲

0　　0　　0

0　　0　　0

0　　0　　0

5

2

16

19

1

0　　0　　2．17

0　0　ユj　ユ8

2　－　0∃　61

1　　－

1　　叫 …き

1

0

0

1

1

0

0

5j　6

9　　　2

57　　　1

20　　　1

17　　　3

39　　　2

0　　0

0　　0

0　　0

0　　1

0　　1

0　　1

20　～　　7　　ユ　　1

65

24　　－　　32

28　　－　　41

0　　叫　　0　　　47　　州　　24

0　　軸　　1　　39　　】　　27

！…

87　　岬　　58

110　　－　　56

23　　肌　　29

4　　鵬　　　0

6　　－　　0

4　　0　　7．277

No．per time
Feeding rate（％）
＿堅j挺し些tio（8／9）

ユ969　　Ⅰ　　ユ4

I　　16

1tt　　】5

Ⅳ　　　ユ6

V　　15

Ⅵ　　16

Ⅷ　　19

0．1

16

4：2

35

5

3

0

0

1Ⅶ　13　鼻　0

Ⅸ　15　弓　3

Ⅹ　18　J19

M　　14

Ⅶ　　16

J

L

；

11

19

0・4ぎ0・2
き

≡至21－

5　　－

11　聯

三ぎ喜；

喜き…‡
；

…皇ユ…二

4119”

9い01－

ユ

1

4

3356号2521147

。．。；。．。1，8㌢2．4　1．3…2．2　。。6

0　　恥

0　　職

0　　軸

0　　、

0　　叫

1　－

2　　軸

1　～

0　　－

0　　叫

0　　～

0　　h

4　　軸

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

0

0

1

㍍
201

1喜j

6∃

2；

冒≦
1

13l

l∃

4き

弓1喜…
127

69

46

31

13

2

47

100

4

6

32

290

5　　】

23　肌

150L12　仙

93戸15　血

9　■

‡，ニニ：

5　　37　　劇

．＿・　i，　・

】

16†103　‾

8　■　　6　　－

－　13　　　2

0

2

1

0

2

1

S

16

3

14

0

0

Total　187
．…

153

No．per time
Feeding rate
＆Sex ratio 諾ヂ？）o O・8

7 66L 弓694　w7フ4r263
44

0．5．0，5　　　0．710．0　　　0，3j　3．ブ　　1．11，4　　　0．2

1970　　　　　　14

Ⅱ　　16

111　　18

Ⅳ　　　23

2

5　　－　　　　　　　6

4　　脚　　　　　　　4

1　　　0　　細　　0

0㌔　0　血　0

0　　　0　　仙　　0

15∃　0　－　0

32　　岬　　26　　　4　　劇　　0

50　　馴　　7フ

15　　皿　　4

■・

4　　u O

2　岬　0

92　岬　272〈　1w O

Total　　　フ1 22　　－　　5　　32
16書　0　叫　Ol

ユ89　＿　379弓　ユ1岬　0

監。芝冨豊（％）7。．。
＆Sex ratio（8／9）i

0　2 05

0・5毒0

0：2．7 2．。〃。．2 0
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Table4．　Totalnumber of females，fed ones out of th0Se，and males by month of

dominant five species collected at a henhousein1968ir）Ishikawa City．

No．of

！

』β．即e∬αnざ　　　dn．5onen，　　　dr．∫uhαl，

YearMonth双三11・T；t芸1冨eぎ
No．TotalFed No．TotalFed No．
88　？？？？　88　？？？？　88

C，空室」！c・lro帆

丁箋tぎ芸eぎど持箋愕冒㌢
1968　Ⅰ

≠

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

Ⅸ

‡

M

Ⅶ

11

1

5

5

4

3

3

1

2

5

1

1

0　　0

0　　0

0　　0

2　　0

2　　1

0　　0

5　　3

0　　0

0　　0

1　　1

1　　0

0　　0

0ら

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

3　　0　　0

0　　0　　0

1　　0　　0

5　　0　　0

3　　0　　0

1　1　　0

4　　1　　0

0　　0　　0

2　　2　　0

1　　0　　0

17　　0　　0

0　　0　　0

0　　0

0　　0

0　　0

1　　0

0　　0

0　　0

7　　0

2　　2

5　　5

6　　1

0　　0

2　　2

毒115

0．345．5

Tota1　　　42

No．per time
Feeding rate（％）
＆Sex ratio（8／？）

0

0

0

1

0

0

0

1

0

1

0

1

5　　0

0　　0

10　　3

16　　6

33　　33

37　17

1　　0

0　　0

1　　1

4　　2

0　　0

0　　0

0

0

0

17

1

0

0

0

0

0

0

0

21

0

3

22

19

24

107

4

25

69

15

2

8　　0

0　　0

0　　0

15　　0

6　　0

9　　0

73　　0

2　　0

18　　0

52　　0

0　　0

2　0

Ol37　4　0室　2310　4∫

107　　62　18　　311185 0

0 0．910．8　　0 0．5　43，5　0．2 2．S57．9　0，2

l－

7．459．5

Table5．　Totalnumber of females，fed ones out of those，and males by month of

dominant five species collected at dwe11ing houSeSin1968inIshikawa City．

0

N。．。fi九即e畑ぶ　dn・血n・　dr・∫u払　　C，カlog・章　c・l血n・
】

■毒

l

r

。fC。11．！TotalFed No．TotalFed No．TotalFed No．TotalFed No．

】9？？？88？？？？88？？99　88？？？？88

Year Month times
TotalFed No．
？？　？？　88

0　　0　　0　　　2　　0　　0

0　　0　　0　　　0　　0　　0

0　　0　　0　　　3　　0　　0

書廿

1968 1　　11

Ⅱ　　　2

Ⅲ　　　3

Ⅳ　　　6

V　　　3

Ⅵ　　　8

Ⅶ　　　4

ⅦI　　4

Ⅸ

Ⅹ　　　2

M l

Ⅶ　　　1

1　　0　　0　　　3　　0

0　　0　　0　　　0　　0

0　　0　　0　　　0　　0

2　　0　　2　　　3　　1

0　　0　　3　　　2　　2

5　　0　　25　　16　　3

14　　1　11　　　0　　0

16　　0　10　　　1　1

≡≡…毒…≡

3

0

0

2

2

0

0

0

0

0

0

2　　0　　0

0　　0　　0

2　　1　　0

3　　1　1

0　　0　　0

0　　0　　0

6　　0　　0

1　　0　　0

4　　2　　0

6　　6　　0

0　　0　　0

Tota1　　35 40　　3　　54 25　　7　　7　　24　10　　1

No．per time
Feeding rate
＆Sex ratio（’ま√占，

0　　0　　0　　0．310．0　0．1 1．1　7．5 1，4 0．728．0　0．3 0，741．7　0．0
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Table6．　Totalnumber of females，fed ones out of those，and males by month of

dominant five species collected at a cowshed fromJanuary，1968　to

April，1970inIshikawa City．

No．of
Year Month times

of ooll．

de．むe備　　　dn，Sonの．　　』r．5u払l．　　　C．Nlな．　　　C．lrol郎n．
】

‾　　　　　】■　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　‾　　■　‾‾　　　‾‾　l　　‾　　　　　　　　　‾　　　　‾

T。talF。d N。．〃T。talF。d N。．T。talF。d N。．T。talF。d N。．T。talF。d N。．
，とIlご　’〔I，二．二，　§・，　●ミニ■ご　に〃二　、，，　＝’　二　二．　●、’，ご

j

1968　　I lO

Ⅱ

灯

Ⅳ　　　1

V l

Ⅵ　　　2

Ⅶ　　1

Ⅷ　　　4

Ⅸ　　　6

1　　　3

M　　　5

Ⅶ　　　1
．一

■；

？？881？？？？88

0　0　0‘4　0　0Jo o o⊆　0　0　0旦　0　0　0

0　　0　　0　　　0　　0

1　　0　　0　　　0　　0

0　　0　　0　　　0　　0

フ0　46　0⊆　24　19

128　68　　0≡　53　36

12　　3　　0　　39　　22

2　　0　　0　　　6　　5

8　　0　　0　　11　　3

0　　0　　0　　10　　2

≡ぎ

§盲

呂貞

0

0　　0　　0

0　　0　　0

0　　0　　0

0　　0　　0

1　　0　　0

0　　0　　0

0　　0　　0

0　　0　　0

0　　0　　0 J

－

3　　3　　0

0　　0　　0

4　　1　1

0　　0　　0

5　　0　　0

0　　0　　0

0　　0　　0

1　　0　　0

0　　0　　0

，

J

）

l

…

一

，

j

！・

0　　0　　0

0　　0　　0

0　　0　　0

89　　8　　0

1095　216　　0

929　301　　0

175　28　　0

75　14　　0

4　　1　　0

Tota1　34
221117　0l147　87

1　　0　　0　　13　　4 1 2367　568　　0

No．per time　　　　毒

賢怒号蒜三e。獣）毒6・552・9
1969　　Ⅰ　　　3

Ⅰ　　　4

Ⅲ　　　3

Ⅳ　　　3

V　　　2

Ⅵ　　　1

Ⅶ　　　2

ⅥⅠ　　　2

Ⅸ　　　1

‡　　　3

M　　　4

Ⅶ　　　4

0 4．359．2

0ら0・0

14　　5　　0　　21

17

12

12

5

8

フ

20　19　　0弓　20

144　135　　0　　83

9　　0

2　　0

2　　0

5　　0

1　　0

8　　0

5　　0

3　　0

21　　0

5　　0i

17　　0

67　　0

！　　　　　　　　1

Tota1　32　き　429　226　0　283145　0′

No．per time
Feeding rate（％）
＆Sex ratio（8／9）

1970　　　　　　　2

…■

こi

13．4　52．7　　0　　8．851，2　　0
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Table7．　Totalnumber of females，fed ones out of those，and males by month of

dominant five species collected at a pigsty fromJanuary，1968　to

April，1970inIshikawa City．

【

No，Of
Year Month times

of ooll．

de．〃e朋nざ　　　dn．ぶone机　　　dr．5uu．　　o．．声log．　　o．わol甜n．

al Fed No．

9　？？　88

5　　1　　0

TotalFed No．1TotalFed No．TotalFed No．TotalFed No

？？88i？？？？88？？？？88？？9？88 …T晋～＝

1968　　I ll

Ⅱ

Ⅲ　　　5

Ⅳ　　　5

V　　　7

Ⅵ　　　5

Ⅶ　　　8

Ⅷ　　　6

Ⅸ　　　5

‡　　　3

M l

Ⅶ　　　1

0　　0　　0　　　2

0　　0

0　　0

0　　0

1　　0

1　　0
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0　　0
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1

3

2

1

4

5

1

1

0

1
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1　1　　0

3　　1　　0

11　　5　　0
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0　　0　　0

0　　0　　0

1　　0　　0
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Ⅳ　　　3
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第4，5及び8表に示す鶏舎，人家及び馬小舎での

成績ほ，蚊の種類によって吸血率ほまちまちであるが

特に高率でほない．これに反して，第6表及び第7表

に示す牛舎及び豚舎では一般に吸血率が高く，特に

dn．5onen5由とde．〃．nop即nooで高率である．C．p，

カoo卯n5が牛舎や豚舎で採集数も少なく吸血率もあま

り高くない事ほ寧ろ当然と考えられるが，C．f．ざ【lm・

moro5u5の吸血率が非常に高くはないことほ寧ろ奇異

に感ずる．この事は本種の吸血に来る時刻が多少遅い

のか，吸血後舎外へ出るのが早いのか，或るいはその

他の原因によるものか，今は分らないが，本種の？蚊

はdr．5uhαloαlu5や　de．γ．n≠pponooよりは多少

遅く吸血活動が始まることほ事実のようである．

人をも含めた色々の動物に対する蚊の吸血嗜好性は

極めてまちまちであるが，概していえば　C．l，5um－

morosu∫は何れの場合にも最も多く，吸血率も比較的

高い，o．p．ノolo伊那は鶏舎で特に高くその他では中

程度の吸血率を示す．』r．5uoαlhαlu∫ほ採集場所付近

に於ける本種の発生場所の有無に大きな影響を受ける

ので場所によって著しい差がみられる．dn．ざonen5o5

ほ牛舎，豚舎で特に吸血率が高く，大動物嗜好性の強

い事を示す．de．ぴ．noppOnoo　も大動物嗜好性である

がDry－ice　で特に多数に採集される事ほ注目に値す

る．更に又，本種ほ野外では人から盛んに吸血するが

人家内へ殆んど全く侵入しない事は特に興味のある所

である，

（3）8の採集数について

Dry－iceほ吸血活動との関連に於いて，又，人をも

含めた各種動物へほ吸血のために誘引されるのである

から，8ほ誘引されないか，極く少数が迷入するに過

ぎないと考えられる．然しLight trapにほ周知の

如く8も誘引される．著者の調査でほLight trapの

設置場所ほ第1図に示すように近くに水乱　下水，川

があり，下級住宅及び農家の密集する市荷地の東端近

くの一農家の庭であったので各種類の蚊の発生場所が

真近にあったためか，何れの種類も8蚊が可成り多数

に採集されている．特に∠4r．5uhαlゐαlu5は個体数ほ

少ないが？蚊同様に，叉，C．p．カlo卯n5は8が寧

ろ多く採集されている．種類別に見るとC．p・】伽o一

郎n5の場合には，採集方法の如何を問わず8蚊が多

く採れている事ほ興味がある．

これら普通種の？蚊の冬期間中の吸血状況及び8蚊

の出現状況は沖縄本島での成虫蚊の越年形式を推定す

る上に極めて重要な資料となるがこれらの事は後で改

めて述べてみたい．

Table8．　Totalnumber of females，fed ones out of those，and males by month of

dominant five species oollected at a stablein1968inIshikawa City・

堅0，OfトニYear Month tlmeS
of coll．
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Ⅶ
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2
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＆Sex ratio（8／？）
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J
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0・57・10き　0　0　0
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0．233．3　0，8
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（4）主要蚊類の季節的消長

Dry－ice trap，牛舎，豚舎及びLight trapでは

1968年1月から1970年4月迄継続的に採集を続けた事

ほ既に述べたが，採集回数と期日が必ずしも同一でほ

ないので，採集成績を各月の上，中，下旬毎に平均し

てその消長を図示した．第2図は1967年9月から

1970年4月迄の旬毎の那覇測候所に於ける平均気温及

び旬間の雨量の合計を示したものである．図中16・0

℃の高さを横線で示してあるが，これは第10表に示

すように那覇における平年（1931～1960間の月平均気

温）の月平均の最低気温は1月にあって，約16℃で

あるので，1967～′68，1968～′69及び1969～′70の

冬期の気温と平年のそれとを比較し得るために引いた

もので，これによって，その冬が平年と比較して暖冬

であったか寒い冬であったかが容易に判る．

第3園にはDry－ice trapで採集した蚊族中，特に

個体数の多かったC．l．叩仰抑Ⅶ冊卜血．γ．nゆponoo

及び∠4仇5on㈹ざぉの消長を示した．第4図は牛舎に

於ける同様の採集成績を，第5図は豚舎での成績を図

示したものである．第6図ほLight trapによる採

集結果を示したものであるが，この方法では前述した

ように採集個体数が非常に少なく，C．l，5um汀粕r郎那

及びo．♪．カlog肌以外はその消長を吟味する事ほ

出来ない程少なかったので，上の二種のみについてそ

の消長を示した．

第2図及び第10表から判るように，1967～′班の冬

は12月から　3月中旬迄の間ほ平年に比して非常に寒

冷であった．1968～／69の冬は沖縄としては暖冬異変

といわれた暖かい冬であった．1969～／70の冬ほ中間

的な平年に近い気温の冬であった．

1968年は3月上旬迄の気温が平均よりも低いために

C．t．sumTTu）rOSuS　は牛舎，豚舎，Light trapでほ

採集数が非常に少なく日本内地で見られるように7，

8月或るいは　9月に出盛期の山に達している．所が

Dry・ioeでは　2月下旬に突然sumTTWTOSuS　の？蚊

112個体が，又，3月5日には　∫ummOrO5舶704，o．

研削壷hnuo23，計727の？蚊を採集し得た．その後減

少し，多少の増減を繰返しながら7月下旬にようやく

その数が437に達している．

以上の1968年の2月下旬から　3月中旬に亘る一過

性の山を越年蚊の出現と見るべきではないかと考え，

沖純に於いても日長の短縮する9月中，下旬頃から越

年に入る個体が現われそれが3月上旬頃気温が16℃

前後になると出現して来るのでほないかとも考えた．

所が，1968年の秋から1969年の春にかけての∫um－

moro∫揖の活動状況をみると，全く予想しなかった事

実が観察された．即ち，先に述べたように1968～′69

の冬は暖冬異変といわれた程温暖であって16℃以下

に低下する事は殆んどなかったが10月上旬，下旬に

は約1000個体，11月下旬にほ約800，1月中旬には

1170，2月下旬には1500，4月下旬には実に3000個

体（何れも　伽肌壷hnuo　を含む数字であるがその率ほ

ざu研mPrの動ば　の約4％にすぎない）が採集されてい

る．この冬にほ牛舎でも10月に尚可成りの？個体が

採集され1月中旬，2月中旬，4月下旬に小山が見

られる．豚舎では調査が不充分ではあったが2月上旬，

5月上旬に小山が出ている，Light trapでは冬期間

その数ほ極めて少なかったが然し全く採集されない月

はない．

1969～′70の冬期ほ前2者の中間的な気温状況にあ

ったので，顕著でほないがDry．ice trap　でほ2月

下旬（から3月下旬）に越年から出て来たと思われる

ような小山が現われているがその数が極めて少ないの

で判然とはしない．

（5）沖縄産蚊族特に　o．l．5ummOrO5M　の冬期，

或るいは秋から早春に於ける活動状況と九州産

のそれとの比較

長崎産ざummOrO5那？蚊の多数個体では，9月中，

下旬頃から日長が急速に短縮していくと，第1

follicleの発育が低度に止まり，吸血率が極端に低下

するか或るいは全く吸血せずに越年に入ること，及び

この現象は気象学的日長が12：30′よりも短縮してい

くことによって起り，その時期に於ける気温の高低に

は殆んど影響を受けない事についてほ河合（1969）が

実験的並びに自然状況に於ける観察結果から実証して

いる．即ち九州産5ummrO5損の？蚊を越年に導入す

る主要要因は日長であって約12：30′よりも短縮して

いくと環境温度に拘らずgonoinactiveとなり越年

に入る，これに反して日長がこれより長くなれば温度

に拘らず　gonoactive　であり得ることについても確

認している．然し，気象学的日長が12：30／よりも短

縮していく場合に悉くの？蚊が　gonainactive　にな

るのではなく，僅少個体はgonaotiveのまま吸血し

て後に栄養生殖分離を起して越年に入り，或るものは

gonoactive　のまま吸血と産卵を繰返して越年に入る

ことなしに冬期の始め頃迄にほ死亡するものもあり得

ると述べている．

河合（1969）の云う長崎の9月の日長及び旬平均気

温ほ第9表に示すように，9月中旬の気象学的日長は
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Fig．2．　Mean air temperature（Oc）and totalamount of precipitation（mm）atlO・day

interva！s from September，ユ967　through　April，ユ970　at Naha Astronomioal
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at a COWShed fromJanuary，1968through April，1970inIshikawa City，

iss
テキストボックス



158

180【

1dO－

140－

120－

－：：］

dO

40

20

0

「

；

」

伊　淡　茂　雄

巴「　「　ヽ

19d8

，′I

q）

0
■■－

⊃
F
，′I

O

∈

ヽ・ト■

0

」

む

．．‘】

∈
：⊃

Z

【

180－

1dO－

140－

120－

100」

80

る0

40

20

0…

180「

1dO一

i萱§］
dO－

40」

2：］

19る8

／■ヽ、、

′　　　　　ヽ

爪′′′’
19d9

．．．．．．．■　■‾　▲■■

ヽ

ヽ　　′
′ヽ一　一

＿一ニ1一
ヽ

m　　ン／”
l

S O N D　）　F：トM A M　）　）　A

19る9　　1970

Fig・5・　Seasonalprevalence of the females of C・lri加nOorhynch用S SumTTWrOSuS（Thick

line），Ae．ve制n6pponio（Mediumline），and An・．SonenSOs（Thinline）collected
at a pigsty fromJanuary，1968throughApril，1970inIshikawa City．Dotted
lines connect points when the figureswere obtained atirregularintervals．

iss
テキストボックス



沖縄本島に於ける日本脳炎の疫学と関連した，蚊族の吸血嗜好性並びに季節的消長に関する研究　　159

8　－

7－

d　－

5

4－

3－

2－

1‾

0一

19d8

8

7

る

5

4

3

2

1

0

」　　　▼．　＿⊥＿＿＿

19d8
十
19る9

，′l

む

0
－

⊃

F
∽

○

∈

しl－－

0

」

q）

．凸

∈
⊃

Z

8

7

d

5

4

3

2

1

0

S－q，呈。9D－J－9プ。M A MJJサー

Fig．6．　Seasonalprevalence of the females of C．lTolaenoorhynChussumTnO70SuS（Thick

line）and C．p．jOli卯nS（Thinline）colleoted by a NewJersey typelight trap

With a20wattincandescentlampinIshikawa City．

iss
テキストボックス



160 伊　波　茂　雄

12：25／で生物学的日長は，それに日没後及び日出前

の30／ずつを加えた約13：30′で下旬以後は急激に

短縮していく．所が，9月の平均気温ほ平年で23．9

Table9．Astronomicaldaylength，and air

temperaturesin the normalyear（m？an
of1931－1960）and thosein the successIVe
three years from September，1967　to

April，1970at NagasakiMarine Observa・
tory．

Montb Part
Day Temperature℃

匿慧n）主誉 1967　1968　1969

Sep．

Early

Middle

Late

Mean

12：44

12：25

12：04

25．5

23．9

22．3

23．9

29．0　25．8　27．1

23．1　24．7　25．9

22，8　22．3　24，8

25，0　24．3　25．9

E

oct．M
L

M

E

Nov．M
L

M

11：

11：

11

18．6　18．9　18．6　18．5

10：46　15．4　16，5　15．5　14．0

‡3；；冒∈‡…：；‡…：三；‡：喜；芸：喜

j13，814・313・812・7

E

Dec．M
L

M

110：0810，2　6．914．9　9．1

10：01　　9．0　7．5　10．1　6，7

10：01　　8．1　4，3　9，2　7，4

9　0　　6．2　11．3　　7．7

Continue to next year

E

Jan，M
L

M

1968　1969

10：06　　7．1　7，7　　4，5

10：14　　6．3　　6．9　　6．3

10：28　　6．3　　5．3　12．1

6　4　　6．6　　7．8

F

E

Feb．M
L

M

10：44

11：02

11：㌶≧

1970

5．5

3．6

6，0

5．1

6，9　2．8　　5．9　　5．6

7．3　　3．5　10．7　8．7

8．4　　4，8　5．5　10．1

7，6　　3．7　　7．5　　8．0

E

Mar．M
L

M
j

11：37

11：57

12：18

9．3　　7．6　　7．3　　6，2

10，110．0　　8，6　　6．4

11．4　12．3　11．0　9．6

10．2　10．0　9．0　7，5

E

Apr，M
L

M

12：39

12：59

13：18

13．2　15．112．7　12．6

14．7　14．7　15．7　14．7

16．115，8　18，0　15，4

14．7　15．2　15，5　14．2

℃で，上旬ほ大体25℃以上の高温であるが中旬以後

は年によって変るが大体24℃或るいはそれ以下とな

る．10月に入ると日長は更に短縮し気温ほ18～19℃

TablelO．Astronomicaldaylength，and air

temperaturesin the normalyear（mean

of1931－1960）and thosein the successive

three years from September，1967　to

April，1970at Naha AstronomicalStation．

Temperature　℃
Month Part

Sep．

Early

Middle

Late

Mean

Day

length

i（hr‥m瑚霊al196719681969

；！

12：35

12：20

12：04

27．3

26．8

26．0

26，7
」

28．1　27．4　28．1

26．6　27，0　28．6

25．3　26．6　27．9

26．6　27．0　28．2

Oct．

E

M

L

M

E

Nov，M
L

M

11：49

11：34

11：20

25．2

24．2

23．0

24，1

24．4　26．1　25．3

24，4　24．2　24．2

23．0　21．4　23．3

23．9　23．8　24，2

11：05き
∈

10：53

10：43

22．2　23．9　21．2　21．7

21．3　22．5　19．5　21．5

20．2　21．4　21．418，7

21．2　22，6　20．7　20．6

E

Dec．M
L

M
j

10：36

10：32

10：32

18，917．2　21．618．0

18．115．318．116．3

17．5　14，6　18．3　17．3

18．115．719．317．2

Continue to next year　　　　196819691970

16．0

13，4

15．8

15．1

14，7

16．8

20．0

17．0

E

Jan，M
L

M

rlO：34

10：41

10：49

16，6　15．6　15，4

16．0　15．2　17，8

16，0　15．5　21．4

16．115．5　18．3

E

Feb．M
L

M

ill：03

11：16

11：301

16．3　12．8　15．1

16，3　14．1　20．3

17．0　13．5　18．0

16．513，417．8

E

Mar．M
L

M

11：44

11：59

12：15

17．515．218．515．6

17．717．116．716．0

18．4　18．819．318．0

17．917．118．2　16．6

E

Apr．M
L

M

12：

12：

13：
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となり10月に野外で羽化するものほ殆んどがgonoin－

active　となって吸血せずに越年に入る．

以上の河合の観察結果がそのまま沖縄に当てはまる

とすれば9月の那覇での日長は第10真に示すようにほ

ぼ長崎でのそれに相当するから沖縄に於いてもこの頃

から多数個体が越年に入ると考えてもよさそうである．

所が実際には既に述べたように沖縄の冬期に於ける蚊

族の活動は，時に越年現象が起るようにも見えるが，

一般的にほ気温によって著しい影響を受仇　日長にほ

顕著な影響は受けないように見える．例えば沖縄の冬

期としては平年よりも非常に低温であった1967～／68

の冬にほ上述したように2月の下旬から3月の中旬に

かけて越年から覚めて出て来たかに見える？蚊の集団

がDry・ice trap（Fig．3〕で採集されておるが，牛

舎，（Fig．4），豚舎（Fig．5）及びLight trap

（Fig，6）でほ極少数個体ずつしか採集されていない．

所が1968～′69の冬には既に述べたように10月以後

4月迄の問にDry－ice trapでは屡々可成り多数の？

蚊が採集され，牛舎，豚舎及びLight trapでも夫

夫小peakの出現が見られ冬期間中も随時成虫の活

動が見られる事ほ明らかな事実である．1968～′69の

軟から春にかけての期間に於ける那覇での日長の変化

は勿論1967～′68の場合と全く同様であり，只気温

のみが著しく差があったのであるから，このニケ年の

冬期の蚊の活動状況の差違は気温の差によって起った

ものと考えねばならない．このように考えて来ると

九州産のものが気温に拘らず日長の影響によって越年

に入るのに反して，沖縄産のものほ日長の短縮にも拘

らず　gonoinactive　になるものが非常に少なく，多

数個体はgonoactive　のまき　主として気温の影響

によって低温時には活動せず，温度が多少高くなると

冬期でも吸血と産卵を繰返していると考えねばならな

い．ニのような九州産の∫び閏mOm5ぴと沖縄産のもの

との生理的相違ほ，Strairlの差と考えるべきか或る

Table11．　Monthly reported cases ofJapanese encephalitisin the Ryukyus for21years

from1949through1969（From the Health and Welfare Department，

Government of The RyukyuIslands）．

Month弓

Jan

Year　　＼
Feb，　Mar．Apr－　May Jun．Jul－　Aug．Sep．Oct．　Nov，Dec． Total

1949

1950

1951

1952

1953

1954

1955

1956

1957

1958

1959

ユ960

1961

1962

ユ963

1964

1965

1966

1967

1968

1969

巨

～

ノ

i

】

≡

考

【

】

1　　　0

0　　　　0

0　　　　0

0　　　　0

0　　　　0

0　　　　0

0　　　0

0　　　　0

0　　　0

0　　　　0

0　　　　0

0　　　　0

0　　　　0

0　　　　0

0　　　1

0　　　　0

0　　　　0

0　　　　0

0　　　2

0　　　0

1　　　2

0　　　0　　　1

0　　　　0　　　　0

0　　　1　　　0

0　　　3　　　　0

0　　　0　　　1

2　　　1　　　5

1　　　4　　15

1　　　2　　　　6

ユ　　　　0　　　　2

2　　　　ユ▲　　　21

0　　　0　　　5

1　　　0　　　6

0　　　0　　　7

0　　　　0　　　　2

0　　　5　　11

0　　　1　　23

0　　　0　　　0

0　　　1　　　3

0　　　2　　　2

0　　　1　　1

1　　　1　　　4

Tota1　　　　2　　　5　　　9　　23　115

15　　12　　10　　　1

3　　　24　　　3　　　0

1　　52　　10　　　：2

32　　　　9　　　　6　　　1

6　163　　　38　　　3

89　　12　　　1　　1

16　　　6　　　4　　　4

112　　　27　　　1　　　1

39　　　ユ3　　　1　　　3

28　　　9　　　2　　　5

28　　　9　　　6　　10

32　　10　　1　　3

53　　14　　　3　　　0

34　　　9　　17　　19

51　　17　　　3　　　20

8　　　7　　　5　　　7

0　　　7　　　8　　　2

5　　　5　　　8　　　1

9　　　3　　　3　　　5

9　　　9　　　5　　　3

6　　　3　　　1　　1

11

0

3

0

1

5

1

3

1

4

9

4

0

18

12

5

4

1

4

3

5

0　　　0

0　　　0

0　　　0

0　　　1

0　　　1

2　　　0

1　　　0

0　　1

0　　　2

0　　　0

0　　　0

1　　　0

0　　　0

0　　　0

0　　　0

0　　　0

1　　0

0　　　1

2　　　0

2　　　0

0　　　0

r　51

30

69

52

213

118

52

154

62

72

67

58

77

99

120

56

22

25

32

33

25

5フ6　　420　136　　　92　　94　　　9　　　6

％　　　0，13　0．27　0．611．55　7．フ3　38．74　28．24　9．15　6．19　6．32　0．610，40

l

：≡

1487

100，00
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いは，日長の変化の仕方が，九州でのそれよりも激し

くないた動こ起る現象であるのか今は全く判らないが，

何れにしても事実上冬期も日長の短縮とは関係なく活

動を続け，而も盛んな吸血活動も見られている事ほ極

めて興味があり，疫学的には極めて重要視すべき事実

である．1969～′70の冬ほ上述のように気温が前2ケ

年の冬の中間にあり蚊の発生状況も中間的様相を示し

ている．o．l．5u汀乙伽rO5那　以外の蚊についてみると，

de．〃．nゆ即noo　はその発生数が極めて多く，時には

o．l．∫mrO5び　よりも多発する場合がある．dn．

siTmSisほ以上の二種についで多い，Light trapで

ほC．p．．わlo卯n5　が比較的多く採集出来るが，これ

らの蚊類の何れもが冬期も気温に応じてその発生を繰

返している事ほ注目すべき事である．

Ⅳ　沖縄での日脳患者の月別発生数と蚊の季節的消長との

関係についての考察

沖縄での，1949年から1969年迄の21年間の，月別

届出患者数は第11表に示すように，患者発生のpeak

は多くの場合，6月にあるが年によってほ7月に現わ

れる事もある，然し21年間を通じてみると，6月の

38．7％をpeakとして7月の28．2％がこれにつぎ，

その前後に広範囲に患者の発生が見られ，特に年末に

向って可成りの率の発生がある．これと比較のために

日本では気温の最も高い九州各県毎の，1956年から

1965年迄の10年間の合計届出患者数を表示すると第

12表のように，8月を急俊なp詑kとして左右に同じ

様に急に低下している．同様に，日本全体の1949～

1969年の21年間の届出患者数を表示すると第13表の

通りで，8月，9月を匹akとして患者の発生率ほ年

末に向ってややなだらかに低下するが，6月以前は極

めて低率である．

以上の3つの表に示した患者数の月別百分率の分布

を図示すると第7図の如く，日本全体としてほ患者の

発生が北方に行くに従って多少ずつ遅れるために曲線

は右へ寄り，九州は7月から急に上昇して8月に

peakに達し9月にほ又急低下して7月及び10月にほ

極めて少ない左右対称的な急俊な経過をとる，所が沖

縄の場合には既に4月から　5月と上昇して　6月に

peakに達し8，9月に向って減少するが10月にも尚

可成りの発生率がみられる，即ち，非常に巾広い範囲

に亘って患者の発生がみられる．更に叉，上の3つの

表に示した数字から，人口10万対月別患者数を比較し

てみると第14表に示すように明らかな差が見られ，沖

縄では長期間に亘って患者の発生がみられるばかりで

なく，その数は九州の紛　2倍に達していることが判

る．

沖縄では，この様に発生患者数が多いのに8月と9

月にだ桝も　全九州及び全日本の発生数と比較して少

ないことは奇異に感ずる．その理由についてほ今回の

著者の実験結果からは明らかではない．即ち牛舎（第

Table12・　Monthly totalreported oases for ten years frorn1956through19650f

Japanese encephalitisin each prefecture of Kyushu（From the

Department of Health of each Prefecture）．

‥享ニ∵
Fukuoka

Saga

6ita

Nagasaki

Kumamoto

Miyazaki

Kagoshima

Jan．Feb．Mar．Apr．MayJun．Jul．Aug．Sep．Oct．Nov．Dec． Total

15120　　　0　　　0　　　0　　　2

0　　　1　　0　　　0　　　6

0　　1　　1　　2　　1

0　　　0　　　0　　1　　1

0　　　2　　　2　　　1　　　7

0　　　0　　　0　　　1　　1

0　　　0　　　0　　　6　　18

32

9

9

2

22

7

54

207　1084　　182　　　5

100　145　　38　　1

56　　496　161　13

83　　305　117　　22

174　　309　146　　21

90　　549　120　　28

274　　805　　234　　33

0　　　0

4　　　2

1　　　0

5　　　0

9　　11

3　　1

5　　　3
r
】

：i

l

306

741

536

704

800

1432

6031

100．00

Total O　　4　　3　11　36　135　984　3693　998　123　　27　17

％　】0．00　0．07　0．05　0．18　0．00　2．2416．3261．2316，552．04　0．450．28
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4図）及び豚舎（第5図）から5u〃nmOrO5那の8月，

9月の採集成績をみると，1968年には多かったが，

1969年にほ多くない．然し，一般的に云えることは，

第15表から判るように，7月上旬にほ水田の水を落し

て中旬には稲を刈取り，8月上旬苗代を作り，中旬に

第2回目の田植の準備をする迄の間，多くの水田ほ落

水したままであることである．この故に7，8月に水

田から発生する5〟m∽クr〃5〟ざほその数が一時著しく減

少するものと推察される．ニのことが8，9月の発生

患者数の減少を原因しているのでほないかと思われ

Table13．　Monthly reported cases ofJapanes3enCephalitisin a11Japan for21years

from1949through1969（From Kokumin Eiseino Doko）

∴二∴ Jan．Feb．　Mar囁　Apr．May Jun．
1949

ユ950

1951

1952

1953

1954

19S5

1956

1957

1958

1959

1960

1961

1962

1963

1964

1965

1966

1967

1968

ユ969

！

1　　　0　　　0　　　0

0　　　0　　　0　　　0

0　　　0　　　0　　　1

0　　　1　　1　　　3

2　　　ユ　　　　0　　　　ユ

0　　　3　　　2　　　3　　1

2　　　0　　　1　　　0

0　　　1　　　0　　　ユ

0　　　0　　　1　　　5　　1

0　　　0　　　0　　　0

0　　　2　　　1　　　3

1　　　2　　　3　　　1

0　　　0　　　4　　　1

2　　　　0　　　　2　　　1

1　　　0　　　1　　　2

1　　　0　　　0　　　1

0　　　1　　1　　　0

0　　　C〉　　　0　　　1

1　　　0　　　　0　　　0

0　　　　0　　　　0　　　　0

0　　　　0　　　　0　　　　0

0　　　3

1　　　2

4　　　　5

4　　10

0　　14

2　　16

5　　14

8　　　33

1　　33

7　　　30

8　　　28

14　　　40

16　　　38

5　　17

3　　　21

4　　16

4　　　6

0　　11

2　　19

0　　12

2　　　7

Total ll　　ユ1　　17　　　24

Jul．Aug．Sep．Oct，

13　106　　818　320

17　30311856　266

27　158　1208　　607

36　　771　2194　　422

46　　407　　フ91　336

41　287　　990　　341

113　1853　1378　212

7フ　2092　ユ723　431

118　　704　　701　155

200　1990　1386　232

157　ユ014　　58ユ　151

169　　801　413　107

319　　936　　575　129

71　　424　　645　131

90　　385　　538　113

169　1602　　752　　93

125　　564　　338　　90

62　1038　1004　127

93　　510　　314　　71

26　　81　143　　24

26　　64　　ユ14　　ユ3

Nov・Dec・㌔Tota1

23　0　ー1284

1；喜。≡き…ミ喜喜

73　　30　　　　3545

87　　44　i1729

45　　18

65　　56

1

〈

J

1

7

1758

3699

96　　76　　　　4538

54　11　琴1フ93

37　18　琴；3900

三塁　≡…　幸三≡喜≡

2213　ヂ2053

喜≡　≡喜　宰‡≡喜≡

22　23　至≒2683

39　11　　】179

36　　22　；2301

ユ4　　　4

2　　　4

1028

292

4　　　0　　　　230

ユ10　　375　ユ995　ユ88ユ8　ユ8462　4371　843　491
き45528

％・挙0・02　0・02　0・04　0・05　0・24　0・82　4・3841・3340，559・60　ユ■85］■08　い00，00

Table14．　Monthly reported CaSeS OfJapanese encephalitis per year perlOO，000popu］ation・

。＿一‾ J。n．F。b－　Mar．Apr．MayJ。n．J。1．A。g．S。P．0。t．N。V．D。。，（T。tal

AllJapan O．0010－0010．0010．0010．006　0．019　0．103　0．970　0．9510．225　0．043　0．025

AllKyushu50
0．003　0，002　0．009　0．028　0．105　0．フ68　2，8810．779　0．096　0．0210．013

AllRyukyus・≡　0．0110，028　0．0510．130　0．649　3．249　2．369　0．767　0．5ユ9　0．530　0．0510．034L

Remarks．ThisTableisbasedonthetotalreportedcasesshowninTablel（allJこpan），
Table2（allKyushu），andTable3（allRyukyus）．Meanannualpopulations

ofthethreeregionsarerough1yestimatedas92，415，195，12，818，07land

844，102duringtheyearsofTheexaminationsrespectively．

2，346

4．705

8．388
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る，

次に，宇艮等（1968及び1969）の実験結果から

1967～′68の低温期及び1969年1～6月に於ける，

屠殺豚のHI抗体の陽性率をみると，第16表に示した

ように3月或るいは4月を最低として5月から再び上
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Fig・7．Comparison ofthemonthlypercentage

distribution of the reported cases ofJapa－

nese encep桓1itis，amOng（1）allRyukyus
（Tablell），（2）allKyushu（Table12），and

（3）allJapan（Table13）．

Thelst crop

昇を始め6月にほ極めて高くなる．一方，2－ME感

受性抗体の出現状況をみると気温の低かった1967～

／68の冬にほ3月から現われ始め4月，5月と急激に

高くなっているが，気温の高かった1969年の冬には

1月から毎月豚の新感染がみられ4月，5月と急に高

くなっている．この表からみると気温が平年並或るい

はそれよりも高い場合には冬期と錐も蚊が吸血活動を

繰返し，豚の新感染を起している事が推察される．

以上述べたように沖縄では日脳患者の発生期間が長

くその発生数も極めて多い事が認められるが，この事

ほ豚での感染が冬期でも起ることと感受性の豚が年間

屠殺豚中に常に若干ずつ見られることと深い関係があ

るように思われる，豚に於ける日脳感染の疫学は主と

してC．l．5ummOrO5ぴの発生消長と密接な関係がある

と考えられるが，沖縄のぶumn拍rO∫那は冬期も尚go－

noactiveであるか或るいはgonoactiveな？個体数

の率が高くて，吸血と産卵を繰返し，豚への日脳伝搬

を低度ながら継続しているのでほないかと考えられる，

又，屠殺豚の中に感受性豚が殆んど常に混在している

ことは蚊への感染，従って人への感染を長期に継続発

生せしめるのに役立っているものと考えられる．

感受性豚が常に若干ずつ屠殺豚の中に見られる事は，

次の理由によると考えられる．即ち第17表に示すよう

に，沖縄では，水田面積が非常に少なく，特に中部，

南部では然りである．ここでは常に水稲の作れる比較

的限られた場所と，主として砂糖キビ或るいは／くイナ

ップル，甘藷等を主要作物としている水利の不便な広

範な場所とがあり，従って場所によって5u〃n汀拍rOざぴ

の発生量に著しい濃淡があり，引いては，豚のHI抗

体の保有率に場所による著しい差がみられるものと考

えられる．更に又，豚が多頭飼育されている所ほ非常

Table15．　Cultivation of rice plantsin Okinawa．

Early Mid－
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に少なく，寧ろ少数の豚が分散的に飼育されている事

も同時的に感染を起さない原因の一部であろうと考え

られる．

C．l．5um〃WrO5ぴ　の発生量は，今回実験を行った，

沖縄としてほ水田面積の非常に多い，石川市o第1図

及び第17表参照）に於いてさえ，日本各地での発生量

と比較すると可成りに少ない．このことは，一つには

水田両横の少ない事によるが，終戦以来市町村内外の

蚊の発生場所に対Lててラソソ乳剤の散布を続けて来

た事にもよるものと思われる．然L沖縄での蚊の発生

源に対する薬剤の散布ほ寧ろ　C。p．，わoo卯n5の発生

場所を主な対称としているように思われ，5um汀∽rO5那

の発生する水田，特に市町村の中心から遠い水田に対

してほ散布が不徹底で，特に近年は人手不足のために

尚更に不徹底となりつつある．水田面積の少ないこと

と，不徹底でほあっても市町村の周辺の蚊の発生水域

に殺虫剤を散布し続けて来ていることによって，

ぶum汀泊rO∫u5の発生を多少ほ少なくしている事ほ事実

のようである．然し　このことが豚の目脂感染を長び

かせること，逆にいえば感受性豚を常に若干ずつ残す

Table17．Ratio of the rice field and thelikes
to the farmland and thelikesin Okinad

Wa aS Of1968andJapan as of1967．

Rice Farm
Ricefield

District fieled！弐nEa　編i音読in ha

Okinawa MainIsland（1）

Northern Okinawa　2，305　　　8，544　　　0．27

CentralOkinawa　　　749　11，430・　　0．07

（Ishikawa City＊）　（131）　（392）　（0．33）

Southern Okinawa　　831　13，432　　　0．06

Tota1　　　　　　3，885　　33，406　　　0．12

Japan（2）

Japan，eXCluding
Hokkaido 3，147，0001，830，000　　1鴎72

AlIKyushu　　　　　45ユ，400　384，900　　1，ま7

Nagasakipref．　　35，000　　52，600　　0．67

＊TheIshikawa Cityisincludedin the central

Okinawa．At about the middle part of the

City，and along the eastern coastalline，

urban areaislocated．The collections of

mosquitOeS by various methods were carried

outin and around the area，

（1）第13回沖縄統計年鑑1968年，琉球政府企画統計庁
〔2）農林省農林経済局統計部：作物統計1967年
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ことに関係があるとすれば問題である．このような意

味に於いて沖縄での　5ummPrOS胴　の冬期に於ける

activity　についての基礎的な研究と同時に，薬剤の

種類と，散布の場所と方法について再考せねばならな

い時期が来ているように思われる．

以上を要するに沖縄産のC．l．5ummOrO5Mは日長

に対してよりほ，気温に対して寧ろ鋭敏に反応して，

冬期も温度によってほ多数個体がgonoaotivityを保

持して吸血と産卵を繰返し，冬期にも尚豚への感染，

引いては人への不顧性或るいは顧性感染を起し得るも

のと推測される．更に又，本種の好適発生源である水

田が非常に狭少である上に，水利の不便な広範な畑地

や樹園地帯の間に分散しているので，そこらで飼育さ

れている豚集団の間に，場所によって日脳に汚染され

る時期及びその比率に大きな差を来し，引いては常に

若干の末感染豚を残す結果，非常に長期に亘って日脳

の流行が続くことになるものと考えられる，

V Summary

Collections of mosquitoes the results of whioh are reported here were projected tolearn

the gonoactivity of mosquitoes，eSPeCially of the females of C．lrOiaenOorhynchus suTnTTWrOSuS

in cold months from September to Aprilin Okinawa MainIsland．In and aroundIshikawa

City（Fig．1）of centra10kinawa，mOSquitoeswere collectedin1968by dry－ioe traps，1ight

traps，at henhouses，human dwelling houses，oOWSheds，Pigsties，and stables（Tables2－8）．

Therelativeabundancesofmosquitoesobtainedbythevariousc（）11ectionmethodsarecompared

in Tablelwhioh shows that C・l・SuTnTTWTOSuSis the highestin relative abundancein nearly

allcases，and Ae・VeWSnUPOnioisveryhigh speciallyin dry，ice trap；An．sOnensOs，C．p．

jOtigt193，M・un姙rTTuS，C．Tu”VOshnui，and Ar－Subauatus come next though notlargein num・

ber，While the other seven species are very smallor rarein number．Tablelalso shows

that C・P・jOliBWOSis highin relative abundanceinlight trap，henhouse，andhuman qwel・

1ing house；C．neovishnuiis very highin the percentagein henhouse；An．tessellαtuS Which

WaS reCently reportedits distribution firstlyin Okinawa by Miyagi，Iha，and Kishimoto

（1969）is，interesting to say，COllected nearly onlyby dry－ice trap；and that thedry－ice trap

is very effective to attract many mosquito species and to collect a greater number of fema－

les of nearly every species than by any other collection methods．

S3aSOnalprevalences of the female mosquitoes of three dominant species collected by

dry－ice trap，at COWShed，Pigsty and those of two species collected bylight trap areillust－

ratedin Figs．3to5，andin Fig．6　respectively．The seasonaldistributions of mean air

temperatures and rain falls are glVenin Fig．2　whFre alineis drawn at alevelof16℃

Showing thelowest monthly mean temperaturein winter at normalyear at Naha Astronomi－

CalStation・The Figs・Show thatin warm winter asin1968－／69，many females of C．l．

SumTnOrOSuS Seem tO be gonoactive and to repeat feeding and egglaying・It also seems true，

though smallin number，eVenin cold winter asin1967一／68・The fact suggests that the

females of Okinawa C・l．suTnTTWrOSuSislittle affected by shortening of daylengthin cold

SeaSOn but affected only by the environmentaltemperature．Thisis opposed to the case

Shownin females of NagasakisuTnTTWrOSuS Which，aCoOrding to Kawai（1969），is definitely

affected by the shortening of daylength becoming mostly gonoinaotive on and after mid－

September，in spite of being stillhighin environmentaltemperatures andinduCed to enter

hibernation（cf・Tables9andlO）．The other predominant mosquito species also seem to

COntinue theirgonoactivity throughout the cold months，thoughverylowingradeinsevere

oold winter・The above facts are admitted by the catches of females，fed ones and malesin

the cold months．
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Monthly reported cases ofJapanese encephalitisin the Ryukyus　ぐTablell），in all

Kyushu（Table12），andin allJapan（Table13〕are comparedin Fig．7，and the monthly

reported cases perlOO，000　populationis presentedin Table14．From these，itis cleary

observed thatin the Ryukyus theinfection of the disease occurs nearly throughout the year；

the peak of the number of oases appears as early as onJune and not sharply decreasein

number til11ate autumn；the number of cases perlOO，000　peopleis twice as much asin

Kyushu．The reason of the occurrence of many oases andlonglasting epidemic of the

diseasein Okinawa seems to be due to the fo1lowing points：The females of Okinawa

suTTmOrOSuS Can mOStly maintain their gonoactivity throughout the year，eVenin cold month

in spite of the shortening of daylength；the population density of Okinawa sLLTnTTWrOSuSis

ratherlow evenin places whereits breeding places are ratherlargein area，muChlessin

farmland where few places are only available for thelarvalbreeding，because of being

very smallin area of paddyfields（Table17）and operation oflarvicide application though

itis not so adequate atleast for the controlof summorの5uSlarvae；and accordingly there

remain at any time some number of susceptible plgS depending on the plaCeS Where they are

being raised，
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